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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・第4回　院内研修

　各自メールに添付された研修資料閲覧しレポート提出をお願い致します。

レポート提出期限： 令和4年8月29日まで
・9月のプログラムカレンダー8月22日までに記入して下さい。

・転倒転落スコアシート、LASMIの評価入力について
　対象者：2022年2月以降の新規・再開の青陽館利用者様
　　　　　赤石　陽介様・寺地　啓喜様・大久保　恵様・小山　優様・森田　清助様
　　　　　山本　真智子様・草野　秀光様・雫石　めぐ美様・三浦　なつみ様
　　　　　前田　有理様・藤村　翔様

期限：9月15日まで電カルへアップデートまで行いましょう。
＜医療福祉学会抄録提出について＞

各領域、研究発表のまとめに入る頃だと思います。つきましては、抄録提出をお願い致します。詳細につきましては、添付の作成要項をご確認下さい。

各管理者へ確認して頂いてからの提出をお願い致します。

この後の予定としましては、抄録提出後に管理者による査読が行われ、ステージとポスターに振り分けます。

提出期限：2022年9月15日（木）17：00
＜利用者様情報＞
デイケア
・亀田　兼司様～7/14外来にて青陽館説明を実施し、その際、実際の見学・体験利用は新型コロナウイルスの感染状況が爆発的であったため、見合わせとしている。感染状況が徐々に落ち着き始めている為、見学・体験利用受け入れを再開としたことを本人様に電話連絡している。本人様は発達障害プログラムへの体験参加を希望され、8月いっぱいは水曜日は就労が有るとの事で9/7(水)の体験利用を希望されている。青陽館の場所がわからないとのことであり、当日は14：30に青南病院外来にて待ち合わせし、青陽館まで道案内する事としている。また、当日までに新型コロナウイルスの情勢によっては再度延期としなければならない場合もある事を伝え、その際には再度連絡する事を伝えている。

ショートケア

・特記事項なし。
デイナイトケア
・繁名　和恵様～青風荘より情報提供あり。昨日、今朝と血圧が高めで経過しており「後頭部が熱い。」と話していたとの事。デイナイトケアでは表情冴えずにテーブルに伏している事が多く、体調確認すると頭頂部から後頭部を触り「頭が痛い。」と。血圧148/97mmHg脈拍78回/分　静養室で20分程休養後は作業療法に参加している。昼食後、「頭がぐーっと絞られるように痛い。」と頭痛の訴えが有り12時25分頃ポンタール1錠服用している。
＜青風荘の食事提供について＞

　夕食の提供について現在、17時頃に青風荘から届いている。青陽館スタッフが準備する事も検討したが、今後は青陽館の人員が減るため、17時30分に変更する事としている。

＜プログラムの新体制について＞

· 9/16～青陽館の人員が常に4人と減る為、プログラムの新体制を検討していく必要がある。

· これまで高齢者プログラムを別枠で計画していたが、今後は週1回1枠にする等検討が必要。

· 利用者様主体のプログラムに変更していく必要がある。
＜GH入居者様情報＞
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＜青明舎登録者情報＞
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